
ご
の
へ
議
会
だ
よ
り

G
onohe A

ssem
bly N

ew
s

第
24回

定
例
会（
令
和
４
年
６
月
定
例
会
）

議
会

の
で

き
ご

と
 …

…
…

 ２
　

第
23回

臨
時

会
 …

…
…

…
…

 ３
　

第
24回

定
例

会
 …

…
…

…
…

…
…

…
 ４

一
般

質
問（

２
人

） …
…

…
 ６

　
議

員
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 …

…
…

 ８
　

議
員

活
動

報
告

・
編

集
後

記
 …

…
…
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■
発

行
／

青
森

県
五

戸
町

議
会

　
〒

039 －1513　
青

森
県

三
戸

郡
五

戸
町

字
古

舘
21番

地
１

　
TEL：0178（

62）2111　
FAX：

0178（
62）2212　

■
編

集
／

広
報

常
任

委
員

会
　

五
戸

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://www.town.gonohe.aom
ori.jp/　

議
会

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

gikai@town.gonohe.aom
ori.jp

議
会
広
報

令
和
４
年
７
月

第
44号

関
連
記
事
　
編
集
後
記（
10Ｐ
）

手
作
業
と
機
械
作
業
。
組
合
せ
と
使
い
分
け
で
よ
り
良
い
農
作
業
を
日
々

模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
熱
中
症
に
は
ご
注
意
を
。

た
く
さ
ん
実
り
ま
す
よ
う
に



③ ごのへ議会だより 第44号 ごのへ議会だより 第44号 ②

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

８
２
３
４
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

88
億
８
２
８
９
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

導
入
業
務
委
託
料

２
３
９
５
万
４
千
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
費
補
助
金

４
０
３
９
万
３
千
円

❷
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
収
益
的
支
出

１
１
７
万
６
千
円
増
の

27
億
８
９
３
３
万
７
千
円

・
資
本
的
収
入

４
５
２
０
万
円
増
の
３
億

７
３
９
４
万
２
千
円

・
資
本
的
支
出

５
５
５
０
万
５
千
円
増
の

６
億
４
９
６
０
万
９
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
も
の

❷
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ

る
介
護
保
険
料
の
減
免
措

置
の
延
長
に
つ
い
て
定
め

る
も
の

❸
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
う
も
の

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
11
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
６
０
５
８
万
６
千
円

・
予
算
総
額

１
０
２
億
６
１
７
５
万
円

【
主
な
歳
入
増
額
】

・
地
方
交
付
税

８
８
５
８
万
８
千
円

【
主
な
歳
入
減
額
】

・
国
庫
支
出
金

△
４
１
０
７
万
７
千
円

【
主
な
歳
出
増
額
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

３
億
１
６
７
８
万
２
千
円

【
主
な
歳
出
減
額
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

△
４
３
８
０
万
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
３
１
万
６
千
円

・
予
算
総
額

４
億
８
０
１
４
万
２
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
４
８
４
５
万
３
千
円

・
予
算
総
額

21
億
１
４
５
５
万
９
千
円

❹
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
７
９
万
１
千
円

・
予
算
総
額

３
億
７
３
０
３
万
９
千
円

❺
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
８
３
万
９
千
円

・
予
算
総
額

１
億
４
３
１
８
万
３
千
円

❻
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
４
０
２
万
４
千
円

・
予
算
総
額

２
３
４
３
万
７
千
円

❼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
４
６
万
円

・
予
算
総
額

８
５
６
５
万
２
千
円

❽
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
６
２
７
万
円

・
予
算
総
額

２
９
３
３
万
４
千
円

❾
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
５
７
万
６
千
円

・
予
算
総
額

２
７
１
４
万
３
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
収
益
的
収
入

１
億
９
１
９
万
５
千
円
増

の
24
億
８
１
４
９
万
１
千

円
・
資
本
的
収
入

３
３
６
１
万
３
千
円
増
の

４
億
４
７
３
７
万
円

全
員
賛
成
で
承
認

　７月５日に五戸小学校６年生の皆さんが議場
見学に来てくれました。
　三浦專治郎議長が話す議会の仕組みについて
の説明に真剣に耳を傾け、議場や議員控室など
を興味深そうに見学してくれました。

　また、議場においては「五戸小学校子ども議会」が行われ、たくさんの意見を出し合いました。
　こうした体験を通じて町政に興味関心を持っていただければ嬉しいです。

　初めは議場や会議の見学をす
るのかと思っていました。まさ
か、本当に議会の席で会議がで
きるとは思ってもいませんでし
た。議員さんが実際に座ってい
る席で話し合いができ、貴重な
体験となりました。

向山　翔瑛　さん

　議長をやってみると、人の意
見を一つ一つ聞いて話し合いを
進めるのが難しかったです。
議長さんは大勢の前で進行がで
きてすごいと思いました。貴重
な体験をさせていただきありが
とうございました。

中野　瑠和　さん

　議場で議員さんが実際に使っ
ている椅子に座らせてもらい、
五戸町の税金の使い道について
話し合いました。この議題に
ついて、議員さんたちにも頑
張って取り組んで欲しいと思い
ました。

出川　遥稀　さん

紹介しきれませんでしたが、たくさん素晴らしいご感想をいただきありがとうございました。

議決件数　15件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

13　件

認　　定

０　件

第23回　令和４年４月　臨時会
４月28日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
２
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
10
件

専
決
処
分
の
承
認
　
13
件

条
例
の
一
部
改
正
　
３
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

住民票などの交付サービス
に向けた環境整備を行う

６月４日から販売開始された
プレミアム付商品券

Ⓒ東京ハイジ/五戸町

五戸小学校子ども町議会開催

五戸小学校子ども町議会開催

成人年齢や成人式は
18歳　と　20歳

どちらがいいと考えますか

税金は何に使われるのが
一番だと考えますか

しっかり考えられる
20歳での成人の方が
安心だと考えます

18歳成人の方が
選挙で多くの人の意見が
集まると考えます

議  長

事故防止のため
道路整備などの公共事業に
使われるべきと考えます 議  長

より長生きできるような
社会保障の取組に使われる

べきと考えます

議
場
見
学
後
の

主
な
感
想
を
紹
介
し
ま
す



③ ごのへ議会だより 第44号 ごのへ議会だより 第44号 ②

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

８
２
３
４
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

88
億
８
２
８
９
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

導
入
業
務
委
託
料

２
３
９
５
万
４
千
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
費
補
助
金

４
０
３
９
万
３
千
円

❷
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
収
益
的
支
出

１
１
７
万
６
千
円
増
の

27
億
８
９
３
３
万
７
千
円

・
資
本
的
収
入

４
５
２
０
万
円
増
の
３
億

７
３
９
４
万
２
千
円

・
資
本
的
支
出

５
５
５
０
万
５
千
円
増
の

６
億
４
９
６
０
万
９
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
も
の

❷
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ

る
介
護
保
険
料
の
減
免
措

置
の
延
長
に
つ
い
て
定
め

る
も
の

❸
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
う
も
の

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
11
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
６
０
５
８
万
６
千
円

・
予
算
総
額

１
０
２
億
６
１
７
５
万
円

【
主
な
歳
入
増
額
】

・
地
方
交
付
税

８
８
５
８
万
８
千
円

【
主
な
歳
入
減
額
】

・
国
庫
支
出
金

△
４
１
０
７
万
７
千
円

【
主
な
歳
出
増
額
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

３
億
１
６
７
８
万
２
千
円

【
主
な
歳
出
減
額
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

△
４
３
８
０
万
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
３
１
万
６
千
円

・
予
算
総
額

４
億
８
０
１
４
万
２
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
４
８
４
５
万
３
千
円

・
予
算
総
額

21
億
１
４
５
５
万
９
千
円

❹
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
７
９
万
１
千
円

・
予
算
総
額

３
億
７
３
０
３
万
９
千
円

❺
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
８
３
万
９
千
円

・
予
算
総
額

１
億
４
３
１
８
万
３
千
円

❻
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
４
０
２
万
４
千
円

・
予
算
総
額

２
３
４
３
万
７
千
円

❼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
４
６
万
円

・
予
算
総
額

８
５
６
５
万
２
千
円

❽
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
６
２
７
万
円

・
予
算
総
額

２
９
３
３
万
４
千
円

❾
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
５
７
万
６
千
円

・
予
算
総
額

２
７
１
４
万
３
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
収
益
的
収
入

１
億
９
１
９
万
５
千
円
増

の
24
億
８
１
４
９
万
１
千

円
・
資
本
的
収
入

３
３
６
１
万
３
千
円
増
の

４
億
４
７
３
７
万
円

全
員
賛
成
で
承
認

　７月５日に五戸小学校６年生の皆さんが議場
見学に来てくれました。
　三浦專治郎議長が話す議会の仕組みについて
の説明に真剣に耳を傾け、議場や議員控室など
を興味深そうに見学してくれました。

　また、議場においては「五戸小学校子ども議会」が行われ、たくさんの意見を出し合いました。
　こうした体験を通じて町政に興味関心を持っていただければ嬉しいです。

　初めは議場や会議の見学をす
るのかと思っていました。まさ
か、本当に議会の席で会議がで
きるとは思ってもいませんでし
た。議員さんが実際に座ってい
る席で話し合いができ、貴重な
体験となりました。

向山　翔瑛　さん

　議長をやってみると、人の意
見を一つ一つ聞いて話し合いを
進めるのが難しかったです。
議長さんは大勢の前で進行がで
きてすごいと思いました。貴重
な体験をさせていただきありが
とうございました。

中野　瑠和　さん

　議場で議員さんが実際に使っ
ている椅子に座らせてもらい、
五戸町の税金の使い道について
話し合いました。この議題に
ついて、議員さんたちにも頑
張って取り組んで欲しいと思い
ました。

出川　遥稀　さん

紹介しきれませんでしたが、たくさん素晴らしいご感想をいただきありがとうございました。

議決件数　15件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

13　件

認　　定

０　件

第23回　令和４年４月　臨時会
４月28日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
２
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
10
件

専
決
処
分
の
承
認
　
13
件

条
例
の
一
部
改
正
　
３
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

住民票などの交付サービス
に向けた環境整備を行う

６月４日から販売開始された
プレミアム付商品券

Ⓒ東京ハイジ/五戸町

五戸小学校子ども町議会開催

五戸小学校子ども町議会開催

成人年齢や成人式は
18歳　と　20歳

どちらがいいと考えますか

税金は何に使われるのが
一番だと考えますか

しっかり考えられる
20歳での成人の方が
安心だと考えます

18歳成人の方が
選挙で多くの人の意見が
集まると考えます

議  長

事故防止のため
道路整備などの公共事業に
使われるべきと考えます 議  長

より長生きできるような
社会保障の取組に使われる

べきと考えます

議
場
見
学
後
の

主
な
感
想
を
紹
介
し
ま
す



⑤ ごのへ議会だより 第44号 ごのへ議会だより 第44号 ④

倉石診療所（左）と瑞穂館内の川内診療所（右）
医師・看護師の不足により、惜しまれつつも廃止となる

八戸圏域地域連携ＩＣカード（通称 ハチカ）
町内小中学校の児童生徒を対象に交付事業を行う

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

２
３
０
９
万
６
千
円

・
う
ま
い
森
青
い
も
り
事
業

負
担
金

27
万
５
千
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品
費

　（
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ

ン
オ
ー
ブ
ン
故
障
に
よ
る

更
新
）

４
０
６
万
９
千
円

・
農
家
持
続
化
支
援
給
付
金

６
０
０
０
万
円

❷
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
０
５
万
６
千
円

・
予
算
総
額

24
億
２
１
０
６
万
円

【
主
な
内
容
】

・
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

１
４
２
万
円

❸
五
戸
町
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

・
資
本
的
支
出

　
８
８
７
万
５
千
円
増
の
　

　
６
億
５
８
４
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
病
室
ト
イ
レ
改
修
工
事
費

全
員
賛
成
で
可
決

　
現
在
の
社
会
情
勢
と
今
後

の
人
口
の
動
向
等
を
考
慮

し
、
次
回
一
般
選
挙
か
ら
の

五
戸
町
議
会
議
員
の
定
数
を

改
め
る
提
案
を
行
っ
た
。

（
改
正
内
容
は
下
の
と
お
り
）

❶
五
戸
町
議
会
の
議
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
令
和
６
年
１
月
１
日
以
降

に
告
示
さ
れ
る
一
般
選
挙

か
ら
、
五
戸
町
議
会
の
議

員
定
数
を
次
の
と
お
り
改

め
る
も
の

○
五
戸
町
議
会
議
員
定
数14

人

❷
五
戸
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
前
述
の
議
員
定
数
改
正
に

伴
い
、
常
任
委
員
会
等
の

定
数
を
次
の
と
お
り
改
め

る
も
の

○
総
務
常
任
委
員
会
　
５
人

○
民
生
常
任
委
員
会
　
４
人

○
資
格
審
査
特
別
委
員
会

　
及
び
懲
罰
特
別
委
員
会８

人

全
員
賛
成
で
可
決

○
町
道
倉
石
南
線
で
発
生
し

た
道
路
上
の
舗
装
劣
化
に

よ
る
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

❶
損
害
賠
償
額

３
万
３
千
円

（
町
過
失
割
合
１
０
０
％
）

問
尾
形
議
員

　
現
場
を
実
際
に
見
て
き
た

が
、
穴
は
中
央
線
を
中
心
に

存
在
し
て
お
り
、
車
両
は
中

央
線
沿
い
を
走
行
し
て
い
た

と
推
測
す
る
。
通
常
は
走
行

し
な
い
位
置
に
見
え
た
が
、

町
の
過
失
割
合
１
０
０
％
と

い
う
結
果
は
妥
当
で
あ
る

か
。

答
石
田
総
務
課
長

　
詳
細
を
付
け
加
え
る
と
、

当
時
は
雨
天
で
あ
り
、
道
路

左
側
の
水
た
ま
り
を
避
け
よ

う
と
ハ
ン
ド
ル
を
右
に
切
り
、

穴
に
落
ち
た
と
い
う
も
の
。

　
落
ち
た
穴
も
10
㎝
ほ
ど
の

深
さ
が
あ
っ
た
が
、
雨
水
が

張
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
運

転
中
の
目
視
で
穴
の
程
度
を

判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ

た
。
過
失
割
合
に
つ
い
て
は

当
時
の
状
況
や
写
真
等
の
資

料
に
基
づ
き
損
害
保
険
会
社

が
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

❶
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

【
内
容
】

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

２
７
１
万
９
千
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨

時
特
別
給
付
金
事
業

５
９
７
３
万
円

議決件数　７件

原案可決

７　　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第24回　令和４年６月　定例会
６月７日から10日までの４日間の会期で定例会が開催されました。

・
農
家
燃
料
費
支
援
事
業

１
２
０
０
万
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業（
道
路
橋
梁
費
）

１
１
２
７
万
２
千
円

・
過
疎
対
策
道
路
事
業

１
６
２
０
万
３
千
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業（
都
市
計
画
費
）

８
９
６
３
万
２
千
円

　
令
和
３
年
度
に
完
了
が
見

込
め
な
い
た
め
、
令
和
４
年

度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る
も
の

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
証
人
等
の
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
町
の
各
種
政
策
及
び
事
務

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

意
見
等
を
聴
取
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
し
た

附
属
機
関
以
外
の
各
種
委

員
会
等
に
参
加
し
た
者
の

旅
費
の
支
給
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
３
件

❷
五
戸
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
現
在
休
止
中
の
国
民
健
康

保
険
五
戸
総
合
病
院
川
内

診
療
所
及
び
同
院
倉
石
診

療
所
に
つ
い
て
、
再
開
が

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
す
る
た
め
に
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
３
７
０
４
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

90
億
１
９
９
４
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
八
戸
圏
域
地
域
連
携
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
交
付
事
業
負
担
金

44
万
９
千
円

・
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金

８
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金

８
０
０
万
円

審
議
の
結
果

❻
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❼
五
戸
町
公
共
浄
化
槽
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
公
共
浄
化
槽
設
置
申
請
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❽
五
戸
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
消
防
団
員
の
報
酬
額
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の

❾
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
練
習
場
の
使

用
料
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
　
２
件

町
長
提
出
案
件

議
案
に
対
す
る

質
疑

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

議
会
提
出
案
件

五戸町議会の各常任委員会等について

議
員
定
数
見
直
し

　16
人
↓
14
人

　
　
　２
人
削
減

損
害
賠
償
額
の
決
定
　
１
件

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
　
１
件

常任委員会等 Ｒ６改選後の定数役　　　　　割

総務常任委員会

経済常任委員会

民生常任委員会

広報常任委員会

資格審査特別委員会
及び懲罰特別委員会

６人
（現行７人）

５人
（現行５人）

４人
（現行５人）

６人
（現行６人）

８人
（現行９人）

総務、税務、教育、選挙、他の常任委員会の所管に属しない
分野に関する議案・請願・陳情等の審査及び調査等を行う

産業経済、土木建設に関する議案・請願・陳情等の審査及び
調査等を行う

社会福祉、消防、上下水道、総合病院、国民健康保険、高齢者医療、
介護保険に関する議案・請願・陳情等の審査及び調査等を行う

ごのへ議会だよりの編集・発行等、議会広報業務を行う

議員の資格決定の要求や懲罰の動議があった際に設置され、
その審議を行う

五戸町議員定数の推移（倉石村合併以降）

22人
28人

H20改選H16合併時 H24改選 H28改選 R２改選 R６改選

18人 18人 16人 14人

半分



⑤ ごのへ議会だより 第44号 ごのへ議会だより 第44号 ④

倉石診療所（左）と瑞穂館内の川内診療所（右）
医師・看護師の不足により、惜しまれつつも廃止となる

八戸圏域地域連携ＩＣカード（通称 ハチカ）
町内小中学校の児童生徒を対象に交付事業を行う

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

２
３
０
９
万
６
千
円

・
う
ま
い
森
青
い
も
り
事
業

負
担
金

27
万
５
千
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品
費

　（
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ

ン
オ
ー
ブ
ン
故
障
に
よ
る

更
新
）

４
０
６
万
９
千
円

・
農
家
持
続
化
支
援
給
付
金

６
０
０
０
万
円

❷
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
０
５
万
６
千
円

・
予
算
総
額

24
億
２
１
０
６
万
円

【
主
な
内
容
】

・
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

１
４
２
万
円

❸
五
戸
町
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

・
資
本
的
支
出

　
８
８
７
万
５
千
円
増
の
　

　
６
億
５
８
４
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
病
室
ト
イ
レ
改
修
工
事
費

全
員
賛
成
で
可
決

　
現
在
の
社
会
情
勢
と
今
後

の
人
口
の
動
向
等
を
考
慮

し
、
次
回
一
般
選
挙
か
ら
の

五
戸
町
議
会
議
員
の
定
数
を

改
め
る
提
案
を
行
っ
た
。

（
改
正
内
容
は
下
の
と
お
り
）

❶
五
戸
町
議
会
の
議
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
令
和
６
年
１
月
１
日
以
降

に
告
示
さ
れ
る
一
般
選
挙

か
ら
、
五
戸
町
議
会
の
議

員
定
数
を
次
の
と
お
り
改

め
る
も
の

○
五
戸
町
議
会
議
員
定
数14

人

❷
五
戸
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
前
述
の
議
員
定
数
改
正
に

伴
い
、
常
任
委
員
会
等
の

定
数
を
次
の
と
お
り
改
め

る
も
の

○
総
務
常
任
委
員
会
　
５
人

○
民
生
常
任
委
員
会
　
４
人

○
資
格
審
査
特
別
委
員
会

　
及
び
懲
罰
特
別
委
員
会８

人

全
員
賛
成
で
可
決

○
町
道
倉
石
南
線
で
発
生
し

た
道
路
上
の
舗
装
劣
化
に

よ
る
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

❶
損
害
賠
償
額

３
万
３
千
円

（
町
過
失
割
合
１
０
０
％
）

問
尾
形
議
員

　
現
場
を
実
際
に
見
て
き
た

が
、
穴
は
中
央
線
を
中
心
に

存
在
し
て
お
り
、
車
両
は
中

央
線
沿
い
を
走
行
し
て
い
た

と
推
測
す
る
。
通
常
は
走
行

し
な
い
位
置
に
見
え
た
が
、

町
の
過
失
割
合
１
０
０
％
と

い
う
結
果
は
妥
当
で
あ
る

か
。

答
石
田
総
務
課
長

　
詳
細
を
付
け
加
え
る
と
、

当
時
は
雨
天
で
あ
り
、
道
路

左
側
の
水
た
ま
り
を
避
け
よ

う
と
ハ
ン
ド
ル
を
右
に
切
り
、

穴
に
落
ち
た
と
い
う
も
の
。

　
落
ち
た
穴
も
10
㎝
ほ
ど
の

深
さ
が
あ
っ
た
が
、
雨
水
が

張
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
運

転
中
の
目
視
で
穴
の
程
度
を

判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ

た
。
過
失
割
合
に
つ
い
て
は

当
時
の
状
況
や
写
真
等
の
資

料
に
基
づ
き
損
害
保
険
会
社

が
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

❶
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

【
内
容
】

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

２
７
１
万
９
千
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨

時
特
別
給
付
金
事
業

５
９
７
３
万
円

議決件数　７件

原案可決

７　　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第24回　令和４年６月　定例会
６月７日から10日までの４日間の会期で定例会が開催されました。

・
農
家
燃
料
費
支
援
事
業

１
２
０
０
万
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業（
道
路
橋
梁
費
）

１
１
２
７
万
２
千
円

・
過
疎
対
策
道
路
事
業

１
６
２
０
万
３
千
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業（
都
市
計
画
費
）

８
９
６
３
万
２
千
円

　
令
和
３
年
度
に
完
了
が
見

込
め
な
い
た
め
、
令
和
４
年

度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る
も
の

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
証
人
等
の
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
町
の
各
種
政
策
及
び
事
務

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

意
見
等
を
聴
取
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
し
た

附
属
機
関
以
外
の
各
種
委

員
会
等
に
参
加
し
た
者
の

旅
費
の
支
給
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
３
件

❷
五
戸
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
現
在
休
止
中
の
国
民
健
康

保
険
五
戸
総
合
病
院
川
内

診
療
所
及
び
同
院
倉
石
診

療
所
に
つ
い
て
、
再
開
が

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
す
る
た
め
に
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
３
７
０
４
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

90
億
１
９
９
４
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
八
戸
圏
域
地
域
連
携
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
交
付
事
業
負
担
金

44
万
９
千
円

・
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金

８
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金

８
０
０
万
円

審
議
の
結
果

❻
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❼
五
戸
町
公
共
浄
化
槽
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
公
共
浄
化
槽
設
置
申
請
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❽
五
戸
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
消
防
団
員
の
報
酬
額
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の

❾
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
練
習
場
の
使

用
料
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
　
２
件

町
長
提
出
案
件

議
案
に
対
す
る

質
疑

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

議
会
提
出
案
件

五戸町議会の各常任委員会等について

議
員
定
数
見
直
し

　16
人
↓
14
人

　
　
　２
人
削
減

損
害
賠
償
額
の
決
定
　
１
件

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
　
１
件

常任委員会等 Ｒ６改選後の定数役　　　　　割

総務常任委員会

経済常任委員会

民生常任委員会

広報常任委員会

資格審査特別委員会
及び懲罰特別委員会

５人
（現行６人）

５人
（現行５人）

４人
（現行５人）

６人
（現行６人）

８人
（現行９人）

総務、税務、教育、選挙、他の常任委員会の所管に属しない
分野に関する議案・請願・陳情等の審査及び調査等を行う

産業経済、土木建設に関する議案・請願・陳情等の審査及び
調査等を行う

社会福祉、消防、上下水道、総合病院、国民健康保険、高齢者医療、
介護保険に関する議案・請願・陳情等の審査及び調査等を行う

ごのへ議会だよりの編集・発行等、議会広報業務を行う

議員の資格決定の要求や懲罰の動議があった際に設置され、
その審議を行う

五戸町議員定数の推移（倉石村合併以降）

22人
28人

H20改選H16合併時 H24改選 H28改選 R２改選 R６改選

18人 18人 16人 14人

半分



⑦ ごのへ議会だより 第44号 ごのへ議会だより 第44号 ⑥

　
令
和
４
年
度
の
水
稲
の
作

付
け
計
画
面
積
は
い
か
が
か
。

　
主
食
用
米
約
６
７
３
ha
、

飼
料
用
米
は
約
84 

ha
、
加
工

用
米
は
約
５
ha
、
輸
出
用
米

は
約
９
ha
の
計
画
。

　
昨
年
度
か
ら
の
変
化
は
。

　
主
食
用
米
は
作
付
面
積
が

約
35 

ha
の
増
。
飼
料
用
米
は

約
11 

ha
の
増
。
加
工
用
米
、

輸
出
用
米
は
横
ば
い
。

　
米
価
下
落
の
現
状
に
反
し

て
主
食
用
米
面
積
が
増
加
し

た
。
考
え
ら
れ
る
要
因
は
。

　
現
在
未
確
定
だ
が
備
蓄
用

米
が
前
年
よ
り
少
な
い
見
込

み
で
そ
の
分
が
主
食
用
米
に

転
換
し
た
こ
と
、
昨
年
の
米

価
下
落
対
策
支
援
に
よ
る
離

農
の
抑
制
が
考
え
ら
れ
る
。

　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

　
飼
料
用
米
の
複
数
年
契
約

加
算
の
減
額
、
牧
草
の
交
付

単
価
の
見
直
し
、
令
和
４
年

か
ら
８
年
ま
で
一
度
も
水
稲

作
付
け
が
な
い
水
田
の
交
付

対
象
外
化
、
が
主
な
る
も
の
。

　
米
価
下
落
に
伴
う
稲
作
農

家
減
少
の
懸
念
が
あ
っ
た
が
、

実
際
の
変
化
は
。

　
営
農
計
画
書
の
提
出
状
況

か
ら
見
る
と
令
和
２
年
、
３

年
は
そ
れ
ぞ
れ
60
戸
の
減
だ

が
、
令
和
４
年
は
約
20
戸
の

減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
と
な
る

が
今
年
度
取
り
組
む
経
済
対

策
は
。

・
一
律
15
万
円
を
給
付
す
る

飲
食
店
等
事
業
継
続
支
援

金
・
プ
レ
ミ
ア
ム
率
25
％
の
五

戸
町
・
新
郷
村
特
別
プ
レ

ミ
ア
ム
付
共
通
商
品
券
発

行
事
業

　
今
後
予
定
し
て
い
る
取
組

（
一
部
抜
粋
）

・
３
千
円
の
購
入
費
で
５
千

円
分
の
商
品
券
と
な
る
飲

食
店
専
用
応
援
チ
ケ
ッ
ト

発
行
事
業（※

７
月
２
日

か
ら
販
売
さ
れ
、
完
売
し

ま
し
た
。）

・
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
で
き
ず

に
い
る
家
族
へ
地
元
の
特

産
品
等
を
送
り
励
ま
す
た

め
に
、
町
が
配
送
料
を
負

担
す
る
ま
ご
こ
ろ
配
送
事

業
の
夏
と
冬
の
実
施

・
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税

均
等
割
額
が
新
規
に
非
課

税
の
世
帯
を
対
象
に
10
万

円
の
給
付

・
資
材
、
燃
料
価
格
の
高
騰

の
あ
お
り
を
受
け
る
農
家

に
対
す
る
農
家
支
援
持
続

化
給
付
金
　
　
　
　
な
ど

　
真
に
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
々
へ
の
支
援
措
置
の
強
化

と
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

対
策
事
業
を
実
施
す
る
。

　
五
戸
ま
つ
り
な
ど
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
再
開
は
。

　
五
戸
ま
つ
り
に
つ
い
て
は

山
車
運
行
団
体
へ
参
加
継
続

補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

　
ご
の
へ
夏
ま
つ
り
や
産
業

ま
つ
り
の
他
、
ビ
ッ
ク
リ
夜

店
や
ま
け
る
市
な
ど
の
中
心

商
店
街
活
性
化
事
業
等
も
含

め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
万
全

な
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
開

催
で
き
る
よ
う
各
団
体
に
働

き
か
け
て
い
る
。

　
令
和
４
年
３
月
、
五
戸
町

議
会
定
例
会
に
て
手
話
言
語

条
例
が
可
決
さ
れ
、
同
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
手
話
言
語
条
例
は
手
話
を

言
語
と
認
め
、
手
話
の
普
及

に
取
り
組
む
も
の
で
、
聴
覚

に
障
が
い
を
持
つ
方
々
や
そ

の
関
係
者
に
と
っ
て
、
大
変

意
義
あ
る
条
例
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
手
話
の
普
及
に

は
課
題
が
多
い
が
町
は
ど
の

よ
う
に
こ
れ
に
取
り
組
み
、

本
条
例
を
実
の
あ
る
も
の
に

す
る
の
か
。

　
屋
外
展
示
で
あ
り
、
屋
根

を
架
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
実
施
の
予
定
は
。

ま
た
、
そ
の
経
費
は
ど
の
程

度
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
屋
根
架
設
の
設
計
業
務
委

託
を
予
定
。
11
月
末
の
工
期

を
目
指
し
て
い
る
。
経
費
は

当
初
予
算
で
計
上
し
た
４
４

６
万
９
千
円
の
範
囲
で
の
施

工
を
予
定
し
て
い
る
。

　
機
関
車
再
塗
装
の
実
施
と

そ
の
費
用
は
。
ま
た
、
エ
ン
ジ

ン
・
機
器
類
の
整
備
等
は
。

　
再
塗
装
は
当
時
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
活
か
し
、
業
者
指
導

で
住
民
参
加
型
で
行
い
た

い
。
費
用
は
専
門
業
者
に
現

状
を
見
て
も
ら
っ
て
算
出
し

た
い
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
等

の
整
備
は
41
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ

説
明
文
と
26
の
図
面
か
ら
な

る
説
明
書
が
あ
り
、
始
動
ま

で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
輸
送
経
費
を
募
っ
た
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
募

金
件
数
と
金
額
は
。
ま
た
、

か
か
っ
た
輸
送
費
は
。

（
次
表
の
と
お
り
）

　
機
関
車
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
、
ま
た
観
光
へ

の
活
用
と
五
戸
町
観
光
協
会

と
の
連
携
は
い
か
が
か
。

　
住
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
中
。
例
え
ば
50
ｍ
の
線

路
を
い
か
し
た
35
ｔ
の
機
関

車
と
の
綱
引
き
や
、
再
塗
装

イ
ベ
ン
ト
な
ど
。
観
光
協
会

と
連
携
し
た
観
光
へ
の
活
用

も
検
討
す
る
。

　
旧
鉄
道
を
活
用
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
近
隣

町
村
と
の
連
携
は
い
か
が
か
。

　
六
戸
町
、
七
戸
町
と
の
３

地
区
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
他
、
全
国
の

鉄
道
フ
ァ
ン
を
対
象
と
し
た

Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
く
。

　
地
元
の
手
話
サ
ー
ク
ル「
さ

く
ら
の
会
」な
ど
の
関
係
団

体
と
連
携
し
、
町
内
の
幼
稚

園
・
保
育
園
や
学
校
な
ど
で

講
座
を
開
催
し
、
幼
少
期
か

ら
手
話
に
接
す
る
機
会
を
設

け
た
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

広
報
紙
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

な
ど
で
五
戸
町
民
が
手
話
に

接
す
る
機
会
を
増
や
し
た
り

し
て
、
手
話
へ
の
理
解
促
進

と
普
及
に
取
り
組
む
。

　
町
立
小
中
学
校
で
も
手
話

へ
の
理
解
を
深
め
る
授
業
な

ど
に
取
り
組
み
、
多
様
な
生

き
方
を
認
め
合
う
豊
か
な
心

を
育
み
た
い
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員
すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員

クラウドファンディング
直接寄附

314件
15団体

5,758,000円
615,000円

6,373,000円合　　　計

寄
　
附

輸　送　費（京都～五戸）
レール設置、映像記録等

7,337,000円
5,085,917円

12,422,917円合　　　計

経
　
費

　「
手
話
が
言
語
で
あ
る
」

と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、

町
と
町
民
と
の
協
力
に
よ

り
、
す
べ
て
の
町
民
が
相

互
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら

心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
実
現
を

目
的
と
し
た
条
例
。

○
手
話
の
使
用
し
や
す
い

環
境
の
構
築

○
手
話
へ
の
理
解
・
手
話

の
普
及
促
進
に
関
す
る

施
策
推
進

○
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通

の
支
援
に
関
す
る
施
策

推
進

○
手
話
と
、
手
話
を
必
要

と
す
る
人
へ
の
理
解

○
町
が
推
進
す
る
手
話
に

関
す
る
施
策
へ
の
協
力

　
五
戸
町
出
身
で
聴
覚
に

障
が
い
を
持
つ
陸
上
選
手
で

あ
る
佐
々
木
琢
磨
選
手
。

　
令
和
４
年
５
月
の
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
男
子

１
０
０
ｍ
に
て
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。

手
話
言
語
条
例
と
は

町
の
役
割

町
民
の
皆
様
の
役
割

◆今年度のコロナ禍における経済
　対策や観光イベントの開催は
町長　地域の実情に応じた経済
　　　対策に取り組み、観光
　　　イベントも復活させたい

㊗
金
メ
ダ
ル
！！

佐
々
木
琢
磨
選
手

一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

◆
手
話
言
語
条
例
へ
の
取
組
は

　町
長

　人
材
育
成
と
啓
蒙
活
動
に
よ
り

　
　
　
　実
の
あ
る
条
例
と
す
る

◆
令
和
４
年
度
の
水
田
農
業
の
作
付
け
は

　町
長

　主
食
用
米
が
増
加
の
見
込
み

一般質問

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

再
質
問

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑤

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

① 

６
月
定
例
会
で
は
２
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆ＤＣ351ディーゼル機関車の今後の活用は
　町長　観光イベントなどを通して
　　　歴史・文化・防災の教材として活用

現在展示中のＤＣ３５１
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手話であいさつ
する鈴木議員

佐々木琢磨選手
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令
和
４
年
度
の
水
稲
の
作

付
け
計
画
面
積
は
い
か
が
か
。

　
主
食
用
米
約
６
７
３
ha
、

飼
料
用
米
は
約
84 

ha
、
加
工

用
米
は
約
５
ha
、
輸
出
用
米

は
約
９
ha
の
計
画
。

　
昨
年
度
か
ら
の
変
化
は
。

　
主
食
用
米
は
作
付
面
積
が

約
35 

ha
の
増
。
飼
料
用
米
は

約
11 

ha
の
増
。
加
工
用
米
、

輸
出
用
米
は
横
ば
い
。

　
米
価
下
落
の
現
状
に
反
し

て
主
食
用
米
面
積
が
増
加
し

た
。
考
え
ら
れ
る
要
因
は
。

　
現
在
未
確
定
だ
が
備
蓄
用

米
が
前
年
よ
り
少
な
い
見
込

み
で
そ
の
分
が
主
食
用
米
に

転
換
し
た
こ
と
、
昨
年
の
米

価
下
落
対
策
支
援
に
よ
る
離

農
の
抑
制
が
考
え
ら
れ
る
。

　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

　
飼
料
用
米
の
複
数
年
契
約

加
算
の
減
額
、
牧
草
の
交
付

単
価
の
見
直
し
、
令
和
４
年

か
ら
８
年
ま
で
一
度
も
水
稲

作
付
け
が
な
い
水
田
の
交
付

対
象
外
化
、
が
主
な
る
も
の
。

　
米
価
下
落
に
伴
う
稲
作
農

家
減
少
の
懸
念
が
あ
っ
た
が
、

実
際
の
変
化
は
。

　
営
農
計
画
書
の
提
出
状
況

か
ら
見
る
と
令
和
２
年
、
３

年
は
そ
れ
ぞ
れ
60
戸
の
減
だ

が
、
令
和
４
年
は
約
20
戸
の

減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
と
な
る

が
今
年
度
取
り
組
む
経
済
対

策
は
。

・
一
律
15
万
円
を
給
付
す
る

飲
食
店
等
事
業
継
続
支
援

金
・
プ
レ
ミ
ア
ム
率
25
％
の
五

戸
町
・
新
郷
村
特
別
プ
レ

ミ
ア
ム
付
共
通
商
品
券
発

行
事
業

　
今
後
予
定
し
て
い
る
取
組

（
一
部
抜
粋
）

・
３
千
円
の
購
入
費
で
５
千

円
分
の
商
品
券
と
な
る
飲

食
店
専
用
応
援
チ
ケ
ッ
ト

発
行
事
業（※

７
月
２
日

か
ら
販
売
さ
れ
、
完
売
し

ま
し
た
。）

・
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
で
き
ず

に
い
る
家
族
へ
地
元
の
特

産
品
等
を
送
り
励
ま
す
た

め
に
、
町
が
配
送
料
を
負

担
す
る
ま
ご
こ
ろ
配
送
事

業
の
夏
と
冬
の
実
施

・
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税

均
等
割
額
が
新
規
に
非
課

税
の
世
帯
を
対
象
に
10
万

円
の
給
付

・
資
材
、
燃
料
価
格
の
高
騰

の
あ
お
り
を
受
け
る
農
家

に
対
す
る
農
家
支
援
持
続

化
給
付
金
　
　
　
　
な
ど

　
真
に
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
々
へ
の
支
援
措
置
の
強
化

と
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

対
策
事
業
を
実
施
す
る
。

　
五
戸
ま
つ
り
な
ど
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
再
開
は
。

　
五
戸
ま
つ
り
に
つ
い
て
は

山
車
運
行
団
体
へ
参
加
継
続

補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

　
ご
の
へ
夏
ま
つ
り
や
産
業

ま
つ
り
の
他
、
ビ
ッ
ク
リ
夜

店
や
ま
け
る
市
な
ど
の
中
心

商
店
街
活
性
化
事
業
等
も
含

め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
万
全

な
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
開

催
で
き
る
よ
う
各
団
体
に
働

き
か
け
て
い
る
。

　
令
和
４
年
３
月
、
五
戸
町

議
会
定
例
会
に
て
手
話
言
語

条
例
が
可
決
さ
れ
、
同
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
手
話
言
語
条
例
は
手
話
を

言
語
と
認
め
、
手
話
の
普
及

に
取
り
組
む
も
の
で
、
聴
覚

に
障
が
い
を
持
つ
方
々
や
そ

の
関
係
者
に
と
っ
て
、
大
変

意
義
あ
る
条
例
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
手
話
の
普
及
に

は
課
題
が
多
い
が
町
は
ど
の

よ
う
に
こ
れ
に
取
り
組
み
、

本
条
例
を
実
の
あ
る
も
の
に

す
る
の
か
。

　
屋
外
展
示
で
あ
り
、
屋
根

を
架
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
実
施
の
予
定
は
。

ま
た
、
そ
の
経
費
は
ど
の
程

度
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
屋
根
架
設
の
設
計
業
務
委

託
を
予
定
。
11
月
末
の
工
期

を
目
指
し
て
い
る
。
経
費
は

当
初
予
算
で
計
上
し
た
４
４

６
万
９
千
円
の
範
囲
で
の
施

工
を
予
定
し
て
い
る
。

　
機
関
車
再
塗
装
の
実
施
と

そ
の
費
用
は
。
ま
た
、
エ
ン
ジ

ン
・
機
器
類
の
整
備
等
は
。

　
再
塗
装
は
当
時
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
活
か
し
、
業
者
指
導

で
住
民
参
加
型
で
行
い
た

い
。
費
用
は
専
門
業
者
に
現

状
を
見
て
も
ら
っ
て
算
出
し

た
い
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
等

の
整
備
は
41
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ

説
明
文
と
26
の
図
面
か
ら
な

る
説
明
書
が
あ
り
、
始
動
ま

で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
輸
送
経
費
を
募
っ
た
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
募

金
件
数
と
金
額
は
。
ま
た
、

か
か
っ
た
輸
送
費
は
。

（
次
表
の
と
お
り
）

　
機
関
車
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
、
ま
た
観
光
へ

の
活
用
と
五
戸
町
観
光
協
会

と
の
連
携
は
い
か
が
か
。

　
住
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
中
。
例
え
ば
50
ｍ
の
線

路
を
い
か
し
た
35
ｔ
の
機
関

車
と
の
綱
引
き
や
、
再
塗
装

イ
ベ
ン
ト
な
ど
。
観
光
協
会

と
連
携
し
た
観
光
へ
の
活
用

も
検
討
す
る
。

　
旧
鉄
道
を
活
用
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
近
隣

町
村
と
の
連
携
は
い
か
が
か
。

　
六
戸
町
、
七
戸
町
と
の
３

地
区
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
他
、
全
国
の

鉄
道
フ
ァ
ン
を
対
象
と
し
た

Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
く
。

　
地
元
の
手
話
サ
ー
ク
ル「
さ

く
ら
の
会
」な
ど
の
関
係
団

体
と
連
携
し
、
町
内
の
幼
稚

園
・
保
育
園
や
学
校
な
ど
で

講
座
を
開
催
し
、
幼
少
期
か

ら
手
話
に
接
す
る
機
会
を
設

け
た
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

広
報
紙
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

な
ど
で
五
戸
町
民
が
手
話
に

接
す
る
機
会
を
増
や
し
た
り

し
て
、
手
話
へ
の
理
解
促
進

と
普
及
に
取
り
組
む
。

　
町
立
小
中
学
校
で
も
手
話

へ
の
理
解
を
深
め
る
授
業
な

ど
に
取
り
組
み
、
多
様
な
生

き
方
を
認
め
合
う
豊
か
な
心

を
育
み
た
い
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員
すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員

クラウドファンディング
直接寄附

314件
15団体

5,758,000円
615,000円

6,373,000円合　　　計

寄
　
附

輸　送　費（京都～五戸）
レール設置、映像記録等

7,337,000円
5,085,917円

12,422,917円合　　　計

経
　
費

　「
手
話
が
言
語
で
あ
る
」

と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、

町
と
町
民
と
の
協
力
に
よ

り
、
す
べ
て
の
町
民
が
相

互
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら

心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
実
現
を

目
的
と
し
た
条
例
。

○
手
話
の
使
用
し
や
す
い

環
境
の
構
築

○
手
話
へ
の
理
解
・
手
話

の
普
及
促
進
に
関
す
る

施
策
推
進

○
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通

の
支
援
に
関
す
る
施
策

推
進

○
手
話
と
、
手
話
を
必
要

と
す
る
人
へ
の
理
解

○
町
が
推
進
す
る
手
話
に

関
す
る
施
策
へ
の
協
力

　
五
戸
町
出
身
で
聴
覚
に

障
が
い
を
持
つ
陸
上
選
手
で

あ
る
佐
々
木
琢
磨
選
手
。

　
令
和
４
年
５
月
の
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
男
子

１
０
０
ｍ
に
て
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。

手
話
言
語
条
例
と
は

町
の
役
割

町
民
の
皆
様
の
役
割

◆今年度のコロナ禍における経済
　対策や観光イベントの開催は
町長　地域の実情に応じた経済
　　　対策に取り組み、観光
　　　イベントも復活させたい

㊗
金
メ
ダ
ル
！！

佐
々
木
琢
磨
選
手

一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

◆
手
話
言
語
条
例
へ
の
取
組
は

　町
長

　人
材
育
成
と
啓
蒙
活
動
に
よ
り

　
　
　
　実
の
あ
る
条
例
と
す
る

◆
令
和
４
年
度
の
水
田
農
業
の
作
付
け
は

　町
長

　主
食
用
米
が
増
加
の
見
込
み

一般質問

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

再
質
問

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑤

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

① 

６
月
定
例
会
で
は
２
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆ＤＣ351ディーゼル機関車の今後の活用は
　町長　観光イベントなどを通して
　　　歴史・文化・防災の教材として活用

現在展示中のＤＣ３５１
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手話であいさつ
する鈴木議員

佐々木琢磨選手
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五戸町議会議員名鑑●

沢　田　良　一 副議長
生年月日：昭和11年12月29日（85歳）
担当委員会：経済常任委員会
当選回数：６回

10

●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
五
戸
町
議
会
副
議
長
を

務
め
る「
沢
田
良
一
」議
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：

広
報
常
任
委
員 

委
員
長 
川
﨑
七
洋
）

　
昔
は
山
も
畑
も
資
産
価
値

が
あ
っ
て
「
売
っ
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
て
も
売
ら
な
か
っ

た
も
の
で
す
が
、
今
は
持
っ

て
る
だ
け
で
負
債
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
状
況

で
若
い
人
に
戻
っ
て
こ
い
と

言
っ
て
も
戻
れ
る
わ
け
が
な

い
ん
で
す
。

Ｑ 

若
い
人
を
受
け
入
れ
る

環
境
が
必
要
で
す
ね
。

　
そ
も
そ
も
今
の
五
戸
町
に

は
勤
め
先
が
少
な
い
の
で
す
。

企
業
誘
致
も
な
い
し
、
黙
っ

て
い
て
も
来
て
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
る

に
は
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
町
外
や
県
外
で

仕
事
に
就
く
し
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
な
る

と
今
度
は
そ
っ
ち
で
結
婚
し

て
帰
れ
な
く
な
る
し
、
年
月

が
た
っ
て
か
ら
帰
り
た
い
と

思
っ
て
も
五
戸
の
風
習
や

文
化
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
か
ら「
今
更
」

と
思
っ
て
し
ま
っ
て
結
局

帰
っ
て
こ
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
状
況
が
進
む
と

Ｑ
　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ
　
上
市
川
地
区
に
お
住
ま

い
で
す
が
、
農
業
を
営
ま

れ
て
い
る
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
ご
家
族
で
農
業
を
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

し
ょ
う
か
？

Ｑ
　
上
市
川
地
区
も
農
家
の

後
継
者
問
題
は
大
変
な

状
況
の
よ
う
で
す
ね…

。

農
地
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
誰
も

住
ん
で
い
な
い
家
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
ま
す
。
こ
う
い

う
状
況
に
さ
せ
な
い
の
が

一
番
で
す
が
、
い
ざ
そ
う

な
っ
た
と
き
に
ど
う
し
て

い
く
か
、
今
か
ら
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
す
。

Ｑ 

確
か
に
五
戸
町
で
企
業

誘
致
を
と
考
え
て
も
、

景
気
状
況
も
あ
り
、
難
し

い
の
が
現
状
で
す
ね
。

　
五
戸
町
は
住
み
や
す
い
所

で
す
。
い
い
土
地
な
ん
だ
け

れ
ど
、
そ
れ
を
ど
う
生
か
す

か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
で
食
料
事
情
が
ひ
っ
迫

し
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
食
料

自
給
率
の
低
さ
が
問
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
国
は
有
効

な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

昔
の
五
戸
町
は
ど
の
農
家
も

麦
や
大
豆
な
ど
も
作
っ
て
い

た
が
、
今
は
外
国
か
ら
大
量

に
輸
入
さ
れ
る
の
で
作
る
の

を
止
め
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

平
和
な
時
な
ら
よ
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
は
違
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
い
れ
ば
日
本
は
本
当
に

危
な
い
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
農
業
の
振
興
は
重
要
課
題

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

そ
の
た
め
に
も
冒
頭

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た「
負

債
」の
部
分
を
何
と
か
し

た
い
で
す
ね
。

　
山
の
活
用
の
話
で
あ
れ
ば
、

今
は
企
業
に
入
っ
て
も
ら
っ

て
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
に

使
え
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

話
を
進
め
て
い
ま
す
。
ソ
ー

ラ
ー
設
備
の
寿
命
は
30
年
ほ

ど
だ
そ
う
な
の
で
、
そ
の
後

も
含
め
て
、
国
と
関
わ
り
な

が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
辺
り
は
六
戸
町
の

動
き
が
早
か
っ
た
で
す
ね
。

Ｑ 

山
を
副
収
入
に
つ
な
げ

ら
れ
れ
ば
、
農
業
も
悪
く

な
い
と
思
う
人
も
増
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
当
然
そ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ

で
、
新
規
就
農
者
と
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
も
っ
と
推
進

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
休

耕
地
が
多
い
し
、
そ
の
再
生

も
と
ん
で
も
な
い
労
力
が
か

か
り
ま
す
。
休
耕
地
に
さ
せ

ず
に
農
地
を
回
転
さ
せ
る

中
間
機
構
の
よ
う
な
も
の
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
戸
町
は
こ
う
い
う
や
り
方

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
あ
と
は
農
業
で
出
る
廃
棄

物
。
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
農
家
は
処
分

に
困
っ
て
い
ま
す
。
企
業
と

相
談
し
て
処
分
場
や
処
分

技
術
の
開
発
は
で
き
な
い
か

と
前
町
長
と
何
度
か
話
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
話
は
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
毎
年

の
こ
と
だ
か
ら
こ
こ
が
楽
に

な
る
と
農
家
は
す
ご
く
助
か

り
ま
す
。
現
町
長
に
は
農
家

を
ど
う
支
え
て
い
く
か
、
そ

の
政
策
に
期
待
し
て
注
視
し

て
い
き
ま
す
。
農
家
を
育
て
、

税
金
を
納
め
て
も
大
丈
夫
だ

と
い
う
く
ら
い
稼
が
せ
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（了

）

議員インタビュー
Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

　
そ
う
で
す
ね
。
地
元
の

農
家
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ

や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。 Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

　
妻
と
二
人
で
す
。
子
ど
も

は
み
ん
な
外
で
就
職
し
て
し

ま
っ
て
、
帰
っ
て
く
る
目
途

Ａ 

沢
田
良
一 
議
員 

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
医
療

関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
し

ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
人
の

命
に
関
わ
る
と
思
え
ば
簡
単

に
辞
め
る
と
も
言
え
な
い
だ

ろ
う
し
、
こ
ち
ら
も
帰
っ
て

こ
い
と
は
言
え
な
い
で
す

し
。
そ
の
う
ち
に
時
間
が

た
っ
て
し
ま
っ
て
、
今
は

後
継
者
に
も
困
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。

　
大
変
も
大
変
。
今
は
ま
だ

お
年
寄
り
の
皆
も
体
が
動
く

か
ら
ま
だ
い
い
け
れ
ど
、
あ

と
何
年
か
し
た
ら
体
が
動
か

な
く
な
っ
て
き
て
、
そ
う
な

れ
ば
農
地
も
山
も
何
も
か
も

み
ん
な
放
棄
地
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

山での太陽光発電
所有しているだけになっている土地の活用方法
の一案として検討中

地元の土地改良区でも活動している沢田議員
農家と農地を支えるために日々飛び回っています
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五戸町議会議員名鑑●

沢　田　良　一 副議長
生年月日：昭和11年12月29日（85歳）
担当委員会：経済常任委員会
当選回数：６回

10

●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
五
戸
町
議
会
副
議
長
を

務
め
る「
沢
田
良
一
」議
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：

広
報
常
任
委
員 

委
員
長 

川
﨑
七
洋
）

　
昔
は
山
も
畑
も
資
産
価
値

が
あ
っ
て
「
売
っ
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
て
も
売
ら
な
か
っ

た
も
の
で
す
が
、
今
は
持
っ

て
る
だ
け
で
負
債
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
状
況

で
若
い
人
に
戻
っ
て
こ
い
と

言
っ
て
も
戻
れ
る
わ
け
が
な

い
ん
で
す
。

Ｑ 

若
い
人
を
受
け
入
れ
る

環
境
が
必
要
で
す
ね
。

　
そ
も
そ
も
今
の
五
戸
町
に

は
勤
め
先
が
少
な
い
の
で
す
。

企
業
誘
致
も
な
い
し
、
黙
っ

て
い
て
も
来
て
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
る

に
は
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
町
外
や
県
外
で

仕
事
に
就
く
し
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
な
る

と
今
度
は
そ
っ
ち
で
結
婚
し

て
帰
れ
な
く
な
る
し
、
年
月

が
た
っ
て
か
ら
帰
り
た
い
と

思
っ
て
も
五
戸
の
風
習
や

文
化
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
か
ら「
今
更
」

と
思
っ
て
し
ま
っ
て
結
局

帰
っ
て
こ
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
状
況
が
進
む
と

Ｑ
　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ
　
上
市
川
地
区
に
お
住
ま

い
で
す
が
、
農
業
を
営
ま

れ
て
い
る
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
ご
家
族
で
農
業
を
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

し
ょ
う
か
？

Ｑ
　
上
市
川
地
区
も
農
家
の

後
継
者
問
題
は
大
変
な

状
況
の
よ
う
で
す
ね…

。

農
地
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
誰
も

住
ん
で
い
な
い
家
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
ま
す
。
こ
う
い

う
状
況
に
さ
せ
な
い
の
が

一
番
で
す
が
、
い
ざ
そ
う

な
っ
た
と
き
に
ど
う
し
て

い
く
か
、
今
か
ら
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
す
。

Ｑ 

確
か
に
五
戸
町
で
企
業

誘
致
を
と
考
え
て
も
、

景
気
状
況
も
あ
り
、
難
し

い
の
が
現
状
で
す
ね
。

　
五
戸
町
は
住
み
や
す
い
所

で
す
。
い
い
土
地
な
ん
だ
け

れ
ど
、
そ
れ
を
ど
う
生
か
す

か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
で
食
料
事
情
が
ひ
っ
迫

し
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
食
料

自
給
率
の
低
さ
が
問
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
国
は
有
効

な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

昔
の
五
戸
町
は
ど
の
農
家
も

麦
や
大
豆
な
ど
も
作
っ
て
い

た
が
、
今
は
外
国
か
ら
大
量

に
輸
入
さ
れ
る
の
で
作
る
の

を
止
め
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

平
和
な
時
な
ら
よ
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
は
違
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
い
れ
ば
日
本
は
本
当
に

危
な
い
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
農
業
の
振
興
は
重
要
課
題

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

そ
の
た
め
に
も
冒
頭

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た「
負

債
」の
部
分
を
何
と
か
し

た
い
で
す
ね
。

　
山
の
活
用
の
話
で
あ
れ
ば
、

今
は
企
業
に
入
っ
て
も
ら
っ

て
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
に

使
え
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

話
を
進
め
て
い
ま
す
。
ソ
ー

ラ
ー
設
備
の
寿
命
は
30
年
ほ

ど
だ
そ
う
な
の
で
、
そ
の
後

も
含
め
て
、
国
と
関
わ
り
な

が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
辺
り
は
六
戸
町
の

動
き
が
早
か
っ
た
で
す
ね
。

Ｑ 

山
を
副
収
入
に
つ
な
げ

ら
れ
れ
ば
、
農
業
も
悪
く

な
い
と
思
う
人
も
増
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
当
然
そ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ

で
、
新
規
就
農
者
と
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
も
っ
と
推
進

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
休

耕
地
が
多
い
し
、
そ
の
再
生

も
と
ん
で
も
な
い
労
力
が
か

か
り
ま
す
。
休
耕
地
に
さ
せ

ず
に
農
地
を
回
転
さ
せ
る

中
間
機
構
の
よ
う
な
も
の
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
戸
町
は
こ
う
い
う
や
り
方

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
あ
と
は
農
業
で
出
る
廃
棄

物
。
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
農
家
は
処
分

に
困
っ
て
い
ま
す
。
企
業
と

相
談
し
て
処
分
場
や
処
分

技
術
の
開
発
は
で
き
な
い
か

と
前
町
長
と
何
度
か
話
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
話
は
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
毎
年

の
こ
と
だ
か
ら
こ
こ
が
楽
に

な
る
と
農
家
は
す
ご
く
助
か

り
ま
す
。
現
町
長
に
は
農
家

を
ど
う
支
え
て
い
く
か
、
そ

の
政
策
に
期
待
し
て
注
視
し

て
い
き
ま
す
。
農
家
を
育
て
、

税
金
を
納
め
て
も
大
丈
夫
だ

と
い
う
く
ら
い
稼
が
せ
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（了

）

議員インタビュー
Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

　
そ
う
で
す
ね
。
地
元
の

農
家
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ

や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。 Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

　
妻
と
二
人
で
す
。
子
ど
も

は
み
ん
な
外
で
就
職
し
て
し

ま
っ
て
、
帰
っ
て
く
る
目
途

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
医
療

関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
し

ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
人
の

命
に
関
わ
る
と
思
え
ば
簡
単

に
辞
め
る
と
も
言
え
な
い
だ

ろ
う
し
、
こ
ち
ら
も
帰
っ
て

こ
い
と
は
言
え
な
い
で
す

し
。
そ
の
う
ち
に
時
間
が

た
っ
て
し
ま
っ
て
、
今
は

後
継
者
に
も
困
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。

　
大
変
も
大
変
。
今
は
ま
だ

お
年
寄
り
の
皆
も
体
が
動
く

か
ら
ま
だ
い
い
け
れ
ど
、
あ

と
何
年
か
し
た
ら
体
が
動
か

な
く
な
っ
て
き
て
、
そ
う
な

れ
ば
農
地
も
山
も
何
も
か
も

み
ん
な
放
棄
地
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

Ａ 

沢
田
良
一 

議
員 

山での太陽光発電
所有しているだけになっている土地の活用方法
の一案として検討中

地元の土地改良区でも活動している沢田議員
農家と農地を支えるために日々飛び回っています



ごのへ議会だより 第44号 ⑩

委
員
長
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

副
委
員
長
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

委
　
　
員
　
和
　
田
　
智
　
也

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
匡
　
智

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
和
　
夫

発
行
責
任
者

議

長
　
三
　
浦
　
專
治
郎

令
和
４
年
７
月
22
日
発
行

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
水
稲
は
出
穂
を
目
前
に
控

え
、
り
ん
ご
も
農
薬
散
布
、

袋
掛
け
、
仕
上
げ
摘
果
と
毎

日
追
わ
れ
る
よ
う
に
作
業
を

こ
な
し
て
い
ま
す
。
ニ
ン
ニ
ク

も
６
月
か
ら
掘
り
取
り
開
始
、

乾
燥
か
ら
出
荷
準
備
ま
で

と
、
今
年
前
半
の
作
業
を
滞

り
な
く
終
え
た
模
様
で
す
。

　
農
作
業
は
体
力
勝
負
で
は

あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
ハ
イ

テ
ク
の
機
材
を
駆
使
し
て

高
効
率
化
・
省
力
化
を
図
る

ス
マ
ー
ト
農
業
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。
代
表
的
な
の
が

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
で
、
農
薬

等
の
空
中
散
布
は
も
ち
ろ

ん
、
水
稲
の
播
種
ま
で
こ
な

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
導

入
・
維
持
管
理
費
が
負
担
に

な
り
ま
す
が
、
若
者
が
抱
く

重
労
働
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

で
き
、
後
継
者
不
足
の
解
消

に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

な
と
期
待
し
ま
す
。

副
委
員
長
　
豊
田
　
孝
夫

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 次
回
の
議
会
だ
よ
り

は
、
令
和
４
年
10
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

９月定例会は９月８日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

議員活動報告

　令和４年４月28日、新郷村（美郷館）にて五戸町議会議員と
新郷村議会議員で構成されている五戸地区議会議員の研修会が
開催され、県外からの移住や地域の若者の定住を促す考え方・
取組について講師からお話を伺いました。

講演  「県外から移住者を呼び込んで、地域を元気にしませんか？」
講師  青森県企画政策部地域活力振興課　移住・交流推進Ｇ

副参事　大中　幸子　氏

五 戸 地 区 議 会 議 員 研 修 会

　令和４年５月25日、青森市で開催された議会広報の作成に関する研修会に広報常任委員会か
ら、川﨑委員長、和田委員、柏田委員の３人が出席し、「読まれ、伝わる広報紙」を作る手法に
ついて学びました。

講演  （１）「住民に読まれ議会活動が伝わる　－議会広報の基本と編集－」
（２）「町村議会広報クリニック」（五戸町、平内町、中泊町、藤崎町、六ヶ所村、大間町、

計６町村議会の広報紙を取り上げ、紙面編集の指導が行われました）
講師  議会広報サポーター　芳野　政明　氏

町 村 議 会 広 報 研 修 会


